
せ

ら

知

お

募

集
　
　
　
　

談

相

料

無

も

座
講
・
し
お
よ
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
（
一
財
）

自
治
総
合

セ
ン
タ
ー

で
は
、
地

域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活

動
の
充

実
・
強
化
を
図
り
、
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

を
目
的
に
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
市
内
の
4
団
体
が

助
成
事
業
を
活
用
し
、
防
災
活
動

に
必
要
な
テ
ン
ト
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど

の
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

●
事
業
活
用
団
体

黒
井
町
内
会
自
主
防
災
組
織
、
と

よ
ば
町
内
会
自
主
防
災
組
織
、
島

田
町
内
会
自
主
防
災
組
織
、
下
中

町
内
会
自
主
防
災
組
織

問
市
民
安
全
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
６
０
）

松
く
い
虫
被
害
予
防
費
を

補
助
し
ま
す

　
松
く
い
虫
に
よ
る
松
枯
れ
被
害

を
防
ぐ
費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
申
込
先
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
資
料
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

他
補
助
額
＝
松
の
幹
に
薬
剤
を
注

入
す
る
費
用
の
50
％
（
上
限
10
万

円
。
申
請
多
数
の
場
合
は
調
整
）　

申
問
11
月
30
日
㊌
ま
で
に
農
林
水

産
整
備
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
７
５
９
）
ま

た
は
各
総
合
事

務
所一

人
で
も
雇
っ
た
ら 

労
働
保
険
に
必
ず
加
入
を

　
労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
を
含
む
）を
１
人
で
も
雇
っ

て
い
る
事
業
主
は
、労
働
保
険（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
へ
の
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

だ
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

事
業
主
は
、
管
轄
の
労
働
基
準
監

督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
加
入
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
新
潟
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
課
（
☎
０
２
５
・
２
８
８
・

３
５
０
２
）、
上
越
労
働
基
準
監

督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）

雪
ん
子
基
金
助
成
事
業

　
青
少
年
の
健
全
育
成
や
、
明
る

く
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
活
動
を
助
成
し
ま
す
。

対
市
内
の
青
少
年
に
関
わ
る
ス

11月分の都市ガス料金

秋季火災予防運動

　原料費調整制度による11月分の都市
ガス料金（一般契約料金）は下記のとお
りです。今回の調整は、６月～８月のＬ
ＮＧ等平均原料価格（貿易統計値）が前
月分算定期間の平均原料価格に比べ上昇
したことによるものです。

使用量区分 １㎥当たりの単価（税込）
０～25㎥ 180.08円

26～150㎥ 178.31円
151㎥以上 176.85円

前月検針分に比べ１㎥当たり9.73
円の値上げとなります。
※基本料金は変わりません。

●暖房器具の取り扱いにご注意ください
　これからの季節は、暖房器具などの火気を使用する機
会が増えます。器具が正常に作動するか、周りに燃えや
すい物がないか、使用前に点検しましょう。また、万一の
際にいつでも避難できるよう、物品の整理に努めましょう。
　自宅や地域を火災から守るため、火の取り扱いに十分
注意してください。
●住宅防火 いのちを守る 10のポイント
○４つの習慣
①寝たばこは絶対にしない、させない。
②ストーブの周りに燃えやすい物を置かない。
③ガスコンロを使うときは火のそばを離れない。
④コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
○６つの対策
①�火災の発生を防ぐため、ストーブやガスコンロなどは

安全装置の付いた機器を使用する。
②�火災の早期発見のため、住宅用火災警報器を定期的に

点検し、10年を目安に交換する。
③�火災の拡大を防ぐため、部屋を整理整頓し、寝具、衣

類およびカーテンは、防炎品を使用する。

④�火災を小さいうちに消すため、消火器などを設置し、
使い方を確認しておく。

⑤�お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法
を常に確保し、備えておく。

⑥�防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐ
るみの防火対策を行う。

問危機管理課（☎025-520-5667）、上越地域消防局予
防課（☎025-545-0230）
●住宅用火災警報器は10年経ったら取り替えを
　電池切れや内部の電子部品の劣化など
で寿命を迎えた住宅用火災警報器が急増
しています。本体の設置年月日を確認し、
設置から10年近くが経過した家庭では、
新しいものへ本体ごと交換しましょう。
　また、寝室や階段など必要な場所に正しく設置されて
いるかも確認してください。
　本体交換の際は、より安全性の高い「連動型警報器」
の設置をお勧めします。
　また、火を取り扱う台所にも取り付けましょう。
問上越地域消防局予防課（☎025-545-0230）

 問合せ…ガス水道局総務課（☎025-522-5518）

詳しくは

期　間 　11月９日㊌～15日㊋　　 全国統一防火標語 　「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」

ポ
ー
ツ
、
文
化
、
芸
術
分
野
で
地

域
間
交
流
活
動
な
ど
を
行
う
団

体
や
個
人
（
個
人
は
22
歳
ま
で
）　

他
助
成
金
額
＝
５
万
円　
申
問
11

月
１
日
㊋
～
30
日
㊌
の
平
日
、
午

前
10
時
～
午
後
３
時
の
間
に
、（
公

社
）
上
越
青
年
会
議
所
（
☎
０
２

５
・
５
２
２
・
１
８
１
９
）


